
倉庫集約による積込待ち時間の短縮 新潟県

１．実施者の概要１．実施者の概要

荷主企業：発荷主Ａ（食品メーカー）
新潟県に本社のある食品メーカーで全国の物流センター、卸・小売店に出荷
運送事業者：運送事業者ア

新潟県に本社を置く。発荷主Ａの工場から倉庫への運送・入庫、倉庫から出荷・運
送を担当。
荷種：食品（菓子）

２．事業概要２．事業概要 ＜昨年度に実施された内容＞

【before】
【ａｆｔｅｒ】

１台当り
短縮時間

⊿１１５′

＜旧倉庫＞
出荷･倉庫入
兼用：５ﾊﾞｰｽ

＜新倉庫＞
旧倉庫に加えて
出荷：８ﾊﾞｰｽ
倉庫入：２ﾊﾞｰｽ
増設

【成果】 借２倉庫借３倉庫 旧倉庫 各工場



３．課題３．課題

４．事業内容４．事業内容

６．荷主企業のメリット６．荷主企業のメリット

５．結果５．結果

① 従来は、各倉庫を経由しなければならなかったが、バースが少ないことに
より待機時間が発生していた。

② 複数拠点運送の場合は、荷卸順の関係で、複数回倉庫を回るか、または積み
直し作業をする必要があった。

③ ①、②の状況であったことと、荷量の変動が大きいことにより、積込時間の
基準が守られない状況にあった。

④ 優先される出荷作業の終了時間が読めず、大幅に遅れ、倉庫入れ作業はさら
に遅れる状況となっていた。

⑤ 以上により、電話での情報取得、指示等、管理工数も大。

７．結果に結びついたポイント７．結果に結びついたポイント

①新倉庫を増設し、借り倉庫を廃止した。
②増設倉庫で、新たに出荷：８ﾊﾞｰｽ、倉庫入れ：２ﾊﾞｰｽを設置した。

①工場及び借倉庫での待ち時間が大幅に減少した。
１台当りの待ち時間 ⊿１１５′ 削減

② 電話での情報のやり取り等、管理コストが軽減された。

①倉庫入れ・出荷作業の生産性向上、倉庫間横持ちの削減。
②待機時間を含むドライバーの作業時間短縮。

①発荷主と運送事業者が、一体となって待ち時間低減に取り組んでいる。
② コストダウン効果も併せて企画している。



１台１人ピッキング＋中間ストアによるピッキング
時間（ピッキング完了待ち）の短縮 新潟県

１．実施者の概要１．実施者の概要

荷主企業：発荷主Ａ（食品メーカー）
新潟県に本社のある食品メーカーで全国の物流センター、卸・小売店に出荷
運送事業者：運送事業者ア

新潟県に本社を置く。発荷主Ａの工場から倉庫への運送・入庫、倉庫から出荷・運
送を担当。
荷種：食品（菓子）

２．事業概要２．事業概要 ＜今年度の取組み内容：途中＞

【before】 【ａｆｔｅｒ】

【成果】

原則、北・南各１人計２人でピッ
キング作業を行うことになってい
るが、実際には１人で作業する
ケースが頻発しており、これが遅
れにもつながっている。

・「１人トラック１台分のピッ
キング作業」＋「中間ストア」
方式にする。

・中間ストア＝ＡＢＣ分析による
Ｂ･Ｃ分類itemを対象とする。
ここからピッキングすることで
時間短縮を図る。

＜疑似モデル実験結果より＞

｢中間ｽﾄｱを用いた1台分1人ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ方式｣のﾓﾃﾞﾙ実験結果
＝⊿46%（15分12秒）の時間短縮を前提にすると、ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ最
遅時間の平均は現行の69%に短縮できる。



３．課題３．課題

４．事業内容４．事業内容

６．荷主企業のメリット６．荷主企業のメリット

５．結果５．結果

① ピッキング開始・完了遅れにより積込開始・完了遅れが発生している。
② 原則、北・南各１人計２人でピッキング作業を行うことになっているが、
実際には１人で作業するケースが頻発しており、これが遅れにもつなが
っている。

③ ピッカーによってピッキング作業能率に差がある。
④ １台当り２人のコントロールが必要となる。

７．結果に結びついたポイント７．結果に結びついたポイント

① トラック１台当り１人でピッキングする方法にする。
１人にすることで責任範囲が明確となり、今後の能率ＵＰ、ミス防止、生産性向上
が期待できる。

②量の少ないＢ・Ｃ分類については、中間ストアを設け運搬距離を短くする。

①中間ストアの設置でピッキング最遅時間が平均で⊿３１％（１５分）短縮されることが
確認出来た。

①今までにも改善を行ってきているが、今回の改善実験を通して、さらなる効率化に
向けた問題意識の高揚につながった。

② トレースシステムの導入に合わせて継続的に改善を進める。

まだ疑似モデルでの実験に留まる。現在、発荷主で商品トレースシステム導入を
準備中であり、これが導入されるとロケーション管理、中間ストアの管理が容易と
なる。このシステム導入と抱き合わせて実行予定である。


